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核酸や遺伝子等を医薬品とするためには、標的となる疾患臓器に届
くだけでなく、細胞内の標的の細胞内小器官まで、薬剤分子が送達
されるための、DDS技術の開発が不可欠です。秋田先生は、このた
めの技術として、ssPalmを開発し、さらなる展開を進めておられ、
新たな医療の実現にむけ取り組んでおられます。
今回は、核酸・RNA等へのLNP技術の応用研究の最新情報をアップ
デートいただき、さらに幅広いモダリティへの応用・可能性、将来
展望を講演いただきます。
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